
が
町
の
介
護
保
険
の
現
状
と
先
行
き
を

考
え
る
簡
便
な「
保
険
者
シ
ー
ト
」作
り

を
、民
間
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
提
唱
し
た
。市

町
村
で
普
及
し
て
い
く
と
、保
険
者
比
較
を
含

め
た「
見
え
る
化
」が
容
易
に
な
る
。

 

既
存
デ
ー
タ
の
入
力
だ
け
で

　

介
護
保
険
制
度
の
大
枠
は
全
国
一
律
だ
が
、

市
町
村
が
65
歳
以
上
の
保
険
料
や
そ
の
所
得

別
の
高
低
を
決
め
、サ
ー
ビ
ス
の
上
乗
せ
や
制

度
外
の
サ
ー
ビ
ス
追
加
も
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、市
町
村
独
自
の
取
り
組
み
を
促
す

新
た
な
総
合
事
業
や
、在
宅
医
療
と
の
連
携
・

一
体
化
も
加
え
ら
れ
、制
度
創
設
時
よ
り「
地

方
分
権
型
」の
傾
向
を
強
め
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
た
め「
我
が
町
の
介
護
」の
現
状
を
把

握
し
、近
隣
や
人
口
規
模
の
似
た
市
町
村
と
比

較
し
な
が
ら
問
題
点
や
課
題
を
点
検
す
る
必

要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
状
況
を
見
据
え
、「
大
都
市
に
お
け

る
地
域
包
括
ケ
ア
を
つ
く
る
政
策
研
究
会
」（
新

田
國
夫
座
長
、勇
美
記
念
財
団
助
成
）が「
保
険

者
シ
ー
ト
」作
り
を
提
案
し
た
。行
政
職
や
研

究
者
ら
が
参
加
し
、筆
者
も
加
わ
っ
た
。

　

介
護
保
険
の
創
設
に
携
わ
っ
た
東
京
都
稲

城
市
の
石
田
光
弘
副
市
長
が
発
案
し
、A
4
サ

イ
ズ
の
紙
1
枚
の
裏
表
に
保
険
料
の
推
移
、要

介
護
認
定
の
詳
細
、介
護
保
険
特
別
会
計
の
内

訳
、在
宅
医
療
や
新
総
合
事
業
の
実
施
状
況
等

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（
写
真
参
照
）。

　

エ
ク
セ
ル
の
入
力
支
援
シ
ー
ト
に
既
存
の

デ
ー
タ
を
入
力
す
れ
ば
自
動
計
算
さ
れ
て
完

成
す
る
。研
究
グ
ル
ー
プ
の
要
請
に
応
え
、ま

ず
東
京
都
の
26
区
市
町
村
、大
阪
府
8
市
、千

葉
県
9
市
の
計
43
区
市
町
村
が
2
0
1
5
年

版
を
作
成
し
た
。主
に
都
市
部
の
介
護
保
険
向

け
に
活
用
し
て
も
ら
う
狙
い
だ
が
、離
島
の
東

京
都
小
笠
原
村
も
加
わ
っ
た
。

我
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“ナビゲーター”に
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25
年
度
の

 

保
険
料
1
万
円
突
破
も

　

こ
の
43
自
治
体
の
シ
ー
ト
を
比
較
す
る
と
、

市
町
村
ご
と
の
特
徴
や
課
題
が
浮
か
び
上
が

る
。

　

月
額
保
険
料
の
最
高
は
大
阪
市
の
6
7
5
8

円
、次
い
で
大
阪
府
柏
原
市
6
4
0
7
円
、東

京
都
港
区
や
大
阪
府
堺
市
も
6
0
0
0
円
台
。

逆
に
最
低
は
千
葉
県
銚
子
市
の
4
4
7
5
円
、

次
い
で
東
京
都
羽
村
市
の
4
5
0
0
円
。

　

高
齢
化
が
高
止
ま
り
状
態
に
な
る
25
年
度

へ
向
け
保
険
料
引
き
上
げ
見
込
み
で
は
、大
阪

府
柏
原
市
は
大
台
を
超
え
1
万
7
3
7
円
、次

い
で
大
阪
市
9
6
0
0
円
、堺
市
9
5
0
0

円
。都
内
で
も
葛
飾
区
や
稲
城
市
は
9
0
0
0

円
台
に
乗
る
。最
も
低
い
見
込
み
は
小
笠
原
村

の
5
1
3
7
円
、次
い
で
銚
子
市
6
1
4
7

円
だ
っ
た
。

　

予
算
不
足
等
に
備
え
る
介
護
給
付
費
準

備
基
金
の
最
高
額
は
東
京
都
江
戸
川
区
の

約
24
億
円
、杉
並
区
の
約
23
億
円
。た
だ
し
被

保
険
者
数
1
人
当
た
り
で
は
稲
城
市
が
最

高
の
約
3
・
5
万
円
、最
低
は
小
笠
原
村
の
0

円
。大
阪
府
で
は
柏
原
市
6
6
2
円
、大
阪
市

1
2
2
7
円
、堺
市
2
7
2
9
円
な
ど
余
裕

の
な
い
事
例
が
目
立
っ
た
。

 

要
支
援
の
構
成
比
に

 

大
き
な
差

　

要
支
援
、要
介
護
の
認
定
者
総
数
の
う
ち
軽

度
者
の
割
合
を
み
る
と
、要
支
援
1
〜
2
の
構

成
比
の
最
高
は
大
阪
府
大
東
市
38
・
2
％
、次

い
で
大
阪
市
37
・
0
％
、東
京
都
北
区
と
堺
市

の
36
％
台
。都
内
と
千
葉
県
内
の
多
く
は
20
％

前
後
に
と
ど
ま
る
。

　

利
用
者
1
人
当
た
り
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は
、

大
阪
府
内
で
も
居
宅
・
施
設
と
も
に
そ
う
高
く

は
な
い
も
の
の
、軽
度
者
の
高
い
認
定
率
に

よ
っ
て
利
用
者
が
多
く
、保
険
料
を
押
し
上
げ

る
傾
向
が
分
か
る
。

　

新
総
合
事
業
で
大
き
な
課
題
で
あ
る
住
民

主
体
型
の
通
所
介
護
を
実
施
す
る
事
例
は
ま

だ
見
当
た
ら
ず
、同
じ
く
訪
問
介
護
も
東
京
都

八
王
子
市
と
千
葉
県
柏
市
で
実
施
さ
れ
て
い

る
程
度
だ
。

　

在
宅
医
療
の
現
状
を
反
映
す
る
総
死
亡
数

に
占
め
る「
自
宅
死
」割
合
は
、小
笠
原
村
30
％
、

葛
飾
区
21
・
7
％
、千
葉
県
市
川
市
21
・
5
％
が

高
く
、東
京
都
あ
き
る
野
市
8
・
4
％
、千
葉
県

銚
子
市
10
・
5
％
な
ど
と
、大
き
な
落
差
が
あ
っ

た
。

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、一
般
財
団
法
人
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事

長
。財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

 

自
ら
の
位
置
と
進
路
を
知
る

　

厚
生
労
働
省
は
、『
地
域
包
括
ケ
ア「
見
え
る

化
」シ
ス
テ
ム
』に
よ
り
、介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
・
実
行
を
支
援
す
る
。だ
が
、同
シ
ス
テ

ム
の
入
力
方
法
は
難
し
く
、財
政
構
造
ま
で
踏

み
込
む
仕
組
み
で
は
な
い
。

　

今
回
の「
保
険
者
シ
ー
ト
」の
分
析
に
あ
た
っ

た
医
療
経
済
研
究
機
構
の
服
部
真
治
氏
は「
既

存
デ
ー
タ
だ
け
で
誰
で
も
簡
単
に
作
れ
る
。時

系
列
の
分
析
、地
域
間
の
比
較
も
で
き
る
。そ

の
作
業
を
通
し
、自
分
の
町
の
位
置
を
確
認
し
、

進
む
べ
き
方
向
も
分
か
る
」と
い
う
。

　

今
後
の
課
題
は
、よ
り
多
く
の
市
町
村
が「
保

険
者
シ
ー
ト
」作
り
に
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
。

人
口
規
模
や
高
齢
化
率
が
似
通
っ
た
市
町
村

の
シ
ー
ト
が
豊
富
に
あ
れ
ば
、よ
り
正
確
に
位

置
と
進
路
を
測
定
す
る「
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」に

な
る
だ
ろ
う
。

　

問
い
合
わ
せ
は
勇
美
記
念
財
団（
電
話
0
3

ｰ

5
2
2
6ｰ

6
2
6
6
）。
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